
不
法
投
棄
撲
滅
事
業

	

不
法
投
棄
監
視
協
力
員
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

	

日
常
生
活
に
お
け
る
不
法
投
棄
の

発
見
、
市
へ
の
通
報
、
市
が
実
施
す
る

不
法
投
棄
防
止
事
業
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

	

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
が

５
年
間
で
約
３
億
円
増
加
し
た
要
因

や
今
後
の
被
保
険
者
数
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

の
か
。

	

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
り
、

国
保
等
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
へ
移

行
し
た
こ
と
で
被
保
険
者
数
が
増
加

し
た
こ
と
が
保
険
料
増
加
の
主
な
要

因
と
分
析
し
て
い
る
。
今
後
は
、
団
塊

世
代
の
移
行
ピ
ー
ク
が
終
わ
る
こ
と

か
ら
、
被
保
険
者
数
の
増
加
は
緩
や
か

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

一
般
会
計

総
合
計
画
策
定
事
業

	

事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ど
の
よ
う
に
計
画

策
定
に
生
か
す
の
か
。

	

今
回
初
め
て
ウ
ェ
ブ
方
式
に
よ
る

事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
業

種
、
従
業
員
数
、
今
後
の
経
営
方
針

や
経
営
課
題
、
今
後
注
力
し
た
い
取

組
な
ど
に
つ
い
て
意
向
を
調
査
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域
産

業
及
び
地
場
産
業
に
関
す
る
事
業
者

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
今
後
の
諸
施
策
に

反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
受
入
事
業

	

前
年
度
と
比
較
し
て
寄
附
件
数
、

及
び
寄
附
額
が
減
少
し
て
い
る
が
、
今

回
の
減
少
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
要

因
な
の
か
。

	
主
な
要
因
と
し
て
は
、
令
和
７
年

10
月
か
ら
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
ポ

イ
ン
ト
付
与
廃
止
に
よ
る
影
響
に
加

え
、
物
価
高
騰
に
伴
う
返
礼
品
価
格

の
上
昇
、
カ
キ
の
不
漁
に
よ
り
カ
キ
を

返
礼
品
と
し
て
取
り
扱
え
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　令和７年度の一般会計、特別会計、企業会計の各決算認定について、９月定例会の
会期中に決算審査を行い、本会議において、全件を認定しました。

（※歳入歳出差引額から翌年度繰越財源6億3,697万8千円を除いた額）

令和７年度 各会計決算認定

たつの市では、予算決算特別委員会を設置し、
3つの分科会に分かれて決算を審査しています。

開催日
9月  1日
9月 8日

福祉文教分科会 経済建設分科会

予算決算特別委員会

総務生活分科会

●一般会計
●土地取得造成事業特別会計
●揖龍公平委員会事業特別会計
●国民健康保険事業特別会計
●後期高齢者医療事業特別会計

●一般会計
●国民健康保険事業特別会計
●介護保険事業特別会計
●病院事業債管理事業特別会計

●一般会計
●たつの市水道事業（企業会計）
●たつの市下水道事業（企業会計）
●たつの市国民宿舎事業（企業会計）

一般会計
決　算

● 歳　入	 442億6,276万2千円
● 歳　出	 418億6,021万2千円

歳入歳出差引額	 24億 255万 　円
実質収支額※	 17億6,557万2千円

令和8年

定例会
９月

会期／
８月26日〜９月29日　
35日間

02たつの市議会だより106 号（2026年 10月号）


